
2009年3月27日、３０年間働き暮らしてきた場所、

かなの家が始まった場所の足久保で集まりを持ちまし

た。創立の場所でのかなの家を閉じる事になりますの

で、かなの家全員で一緒に食事をしました。この場所で

みんなでする最後の食事でした。沢山の写真をみながら

今までの歩みをふりかえりました。ほんとうにたくさん

の思い出があります。 

創立者の佐藤さんの熱意、多くの人たちの働きでかな

の家はここまで歩み成長することができたと思います。

心から感謝したいです。 

さて、30年前、「ハンディのある者もない者も社会

の中で共に働き共に暮らす」と言う事を目標に、山梨の

施設を出て静岡でかなの家は歩み始めました。メンバー

一人一人が持っている力をできる限り使って働くこと

で、ハンディがあってもできる事がある、と自分の価値

を見出していきました。ハンディがあるので否定され続

けてきた仲間が自分にも仕事ができると自信を持つよう

になっていきました。みんな活き活きと働いていまし

た。でもそれはまだ半分だけ満たされた状態でした。ま

だ何かが足りないと感じていました。 

 18年前にラルシュの仲間になりました。仕事をする

だけでは満たされないことへの答えを探していました。 

心の渇きにこたえてくれるもの、互いに大事にしあう信

頼の関係。血のつながった家族ではないけれど、家族、

兄弟のような人との関わりを大事にする事が見つけた、

ひとつの答えでした。 

ハンディの違いや考え方、感じ方が違う仲間やアシスタ

ント一人一人が、互いに大切な人として受け入れあうこ

とを目指すようになりました。それまでは仕事ができる

仲間を迎え入れていましたが、それからはハンディの重

い人を迎え入れる事にしました。それはハンディの重い

人ほど仕事の力が弱いので、人のつながりの中で生きて

いるからです。ほずみさん、みかさん、を迎えました。

しょうじさんも参加してもらいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

そんな中、だいすけさんは身体にも重いハンディを背

負っているため、共に暮らしたいと言う希望がありなが

らも、かなの家の状況が整わず迎え入れる事が出来ない

で来ました。 

 １０年近く前からだいすけさんを迎え入れられる新し

い家、バリアフリーの家を造ることが目標となっていま

した。多くの人たちからのご寄付をいただきながら建築

資金に備え、土地が見つかるのを待ってきました。 

多くの方々のご協力にあらためて心からお礼申し上げま

す。 

二年半前、2006年の秋にこの土地が見つかりまし

た。そして2007年に作業棟を作り、今年度、静岡市の

補助金と財団法人JKA（旧：自転車振興会）様から助

成金をいただけることになり、この新しいつどいの家を

造ることができました。でも少々予想以上の建設費がか

かりました。この建設費をまかなうためには借金をしな

ければなりませんでした。これからも皆さまの引き続き

のご協力を必要としています。 

 

新しい家はできましたが、これは単なる入れ物にすぎ

ません。この中で、仲間もアシスタントも互いに信頼し

あい、支えあい、心からのつながりのある暮らしを作り

上げていくのは一人一人のなかまの皆さん、アシスタン

トの皆さんのこころ、気持ちと努力が必要だと思いま

す。共にそれを目指して歩みたいと思います。 

しかし、私たち、人間の力だけではとても難しい事だ

と思います。人間を超える存在、私にとっては神さまで

すが、「信じる心」を大切にして歩みたいと思います。 

さて、これからのかなの家を、そしてメンバー一人一

人を、いろんな形で支えていただきますようあらためて

お願いいたします。私たちのあゆみは皆さまのご支援が

とても必要です。これからもよろしくお願いいたしま

す。                      
（ラルシュ・かなの家コミュニティリーダー：西田 正志） 

お礼 と 感謝 



 
～かなの家に新しい仲間が増えました～ 

  今年3、特別支援学校を卒業し、まどいのメンバーになった杉山なつみさんと 

 滝浪翔平さん。２人はとても仲良しで、お互い気遣っている様子が見うけられます。 

（杉山なつみさん） 
  毎日お母さんの車でまどいに通ってきます。でも、なつみさんに声をかけると、 

 「イヤ」何を言っても「イヤ」。イヤと言われ最初はショックでしたね。でもだん 

 だん慣れてきたのか、イヤの数が減ってきたような気がします。 

  少しづつ、なつみさんとの距離が近くなってきたのかな？と嬉しく思う今日この 

 頃です。毎日の日課のラジオ体操では、翔平さんと向かい合い、手足を思いっきり 

 動かし、たまに色っぽい動きを見せてくれる、元気いっぱいの18歳です。 

（滝浪翔平さん） 
  毎日バスでまどいに通ってきます。翔平さんは、人の名前を覚えるのが得意のようで、 

 仲間やアシスタントの名前もよく口ずさんでいます。時々言いすぎてしまい、仲間に怒 

 られる時もありますが、持ち前の明るさと愛敬で、乗り越えていっています。 

  畑の仕事が好きで、シャベルを使った作業では、飛び跳ねるようにシャベルに乗り、 

 全身を使って土おこしをしています。仕事をしながらニコニコしている翔平さんを見ると、   

 心が温まり、癒されます。 

  私は4月の終わりに、まどいの中のめぐみ（生活介護事業）の担当になり、なつみさん、 

 翔平さんとかかわる時間が増えました。未熟な私ですが、仲間と楽しく、時にはケンカもしなが

ら、１つずつハードルを越え、仲間と向き合っていきたいと思います。皆様の応援よろしくお願い

します。                      
                  （めぐみ担当：大石 扶美子） 

 

☆補助金のお礼☆ 

補助金を頂いた関係者のみなさま、本当にありがとうございました！ 

 

    ○ JKA(日本自転車振興会) 様            15,884,000円 
    ○ 静岡市ケアホーム整備事業より          13,660,000円 
       ○ 静岡県共同募金会(赤い羽根) 様            510,000円 
        ○ カリタスジャパン 様               2,000,000円 
        ○ カトリック横浜教区福祉委員会 様                         1,000,000円 
 

 

２００９年 ラルシュ・リトリートのご案内  

講師 ：アイリーン・グラス 

日時 ：２００９年９月１９日（土）～９月２２日（火） ３泊４日 

会場 ：丹沢聖心学舎 神奈川県足柄上郡松田町5910 

 

お申し込み ：２００９ラルシュ・リトリート運営チーム（かなの家） 

       Tel/Fax: 054―206-0830 E-mail: larche_kana@yahoo.co.jp 



  

 
「僕ちゃん、邪魔しませんので・・・」、「僕ちゃ

ん、お呼びじゃありませんので・・・」。 

個性派ぞろいのかなの家でも、ひときわ端正（？）な

異彩を放つＴさんは、ほんの少し気難しくてナイーブ

で、なかなか本心を打ち明けてくれることがありませ

んでした。 

そのＴさんがある日曜日、電話口の向こうで涙声で私

に訴えました。「僕は、他人なの・・・？」 

 ケアホーム『いぶき』のアシスタントになって一ヶ

月、Ｏさん、Ｔさんのお金の管理や健康管理を正式に

受け持つようになったのですが、人付き合いの良いＯ

さんとはよく一緒に映画に行ったり、買い物に行った

りしていた一方で、Ｔさんに対してとても惹かれてい

たのに何か遠慮があって、なかなか「お金の計算しよ

うよ」とこちらから言い出せずにいた時でした。Ｔさ

んにとって何よりも楽しみにしていた日曜日の外出

が、財布の中に充分なお金が入っていなかったばっか

りに、すべておじゃんになってしまったのです。で

も、Ｔさんにとって、もっと辛かったことは、自分の

担当アシスタントがＯさんのお金の計算ばかりしてい

て、自分のことがなおざりにされていると感じていた

ことでした。 

 「言いたくても、言えなかったんだよ・・・」 

思いもかけず、Ｔさんから漏れた一言は、ずばり私に

とっても同じことでした。「僕もＴさんのお金の計算

をずっとしたいと思ってたのに、言えなかったん

だ・・・」 

 この一件があってから、Ｔさんとの心の距離がぐっ

と近くに感じられるようになりましたが、それでも、 

 

 

ふと、とても不思議な気持ちが沸き起こります。 

「どうして、僕たちは一緒にいるんだろう。お互い家

族から離れて、とても幸せだけど、でもどこか面映ゆ

い、このふしぎな関係はなんだろう・・・」 

 『いぶき』の夜のお祈りの時間、ほの暗いろうそく

の灯りの元、皆でラルシュの祈りを唱えます。 

「マリアさま、この家を祝福し、あなたの清らかな心

の中に包んでください・・・ラルシュを私たちの本当

の家庭にしてください・・・」   

                                           

（家庭アシスタント：中野里 晃祐）  

ラルシュ・かなの家    
 
    421-2114 静岡市葵区安倍口新田65－5 
     ℡・Fax 054-206-0830 
      郵便振込00870-9-17938ﾗﾙｼｭ かなの家 

  e-mail larche_kana@yahoo.co.jp 
    http://www.larchejapan.org 

      ブログもやってます  

「マリアさま・・・」  

ラルシュかなの家関連のＵＲＬは以下の通りです。 

http://www.larchejapan.org/ ラルシュかなの家ホームページ 

http://blog.larchejapan.org/ ラルシュかなの家ブログ 

http://shop.larchejapan.org/ ショップかなの家 

http://tegami.larchejapan.org/ Ｓからの手紙 


